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研究成果の概要（和文）：小学校教員は体育を専門としない教員も多く、スキー指導に困難を抱えている状況が
ある。本研究の目的は、教授学理論に基づき、小学校教員が質の高いスキー技術を安全・確実に指導することの
できる「教授プログラム」を実証的研究により作成することである。小学生を対象とした初級、中級、上級段階
の教授プログラムを作成し、実験授業により検証した。小学校教員を対象としたスキー指導講習会を実施した結
果、「為になった」「このステップで指導してみると本当にしっくりときた」「この手順で子どもに伝えたとこ
ろ、かなり納得していた」などの評価を得た。以上の検証を経て、教授プログラムを確定させ、指導過程を示し
たDVD映像を作成した。

研究成果の概要（英文）：There is an increase in elementary teachers who are not competent enough to 
teach skiing.The purpose of this study is to propose a teaching program for skiing in physical 
education class at the elementary school level.Teaching theory is organized; teaching goal, teaching
 content, teaching materials, teaching method and assessment.The teaching program was made for 
elementary school teachers. The lecture and ski lesson for elementary school teachers were carried 
out based on the teaching program. Questionnaire survey to teachers was carried out to assess the 
teaching program.As a result of experimental lessons teachers described the teaching process and 
program were very effective and useful.In this study, the teaching program which the elementary 
school teachers were able to teach ski to their students was made with DVD.

研究分野：体育科教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、スキー指導の教授プログラムを教授学理論に基づき作成し、実証的に検証した点にあ
る。指導目標、内容、教材の順序、方法、評価論を含めた指導理論を展開し、指導過程を客観的に示した教授プ
ログラムを作成し、小学生と小学校教員を対象とした実験授業によりその検証を行い、教授プログラムを確定さ
せた。
本研究の社会的意義は、スキー指導を苦手とする小学校教員であっても質の高い授業を実施することができる点
である。また、学習者がスキーの楽しさを感じ、確実な技術習得を保証することができる。このことは、スキー
を継続的に取り組む契機となり、生涯スポーツの振興に貢献することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
学習指導要領において，陸上運動系や球技などの各運動領域の他に「自然とのかかわりの深い
雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動」の積極的な実施が明記されている（文部科科
学省 2008）。筆者が居住する北海道札幌市においては，ほとんどの小学校の体育授業においてス
キーが実施されている。しかし，全国的にみると，スキー授業を実施する小学校は年々減少傾向
にある（東村 2011）。スキー授業実施率低下の要因として，授業時間の確保，移動の困難さ，高
価な用具などが挙げられるが，教員自身が「スキー指導が苦手である」という現状もある。小学
校学習指導要領解説体育編（文部科学省 2008）においては，「地域や学校の実態に応じて積極的
に行うことに留意する」とあるのみで具体的なスキーの指導方法は示されていない。学校体育実
技指導資料『スキーへようこそ』（文部科学省 1999）では各学年の学習内容，活動の展開は提示
されているが，実際に指導するため具体的な内容や教材，方法は示されていない。以上のことか
ら，小学校教員は体育を専門とする教員ばかりではなく，スキー指導をどのように行うべきか苦
慮している実態がある。 
 スキーの先行研究をみると，1970年頃まではスキーを平行にして回転する「パラレルターン」
をいかに指導するかが中心的な研究テーマであった。「パラレルターン」を習得するための順序
として，「プルークボーゲン（Ｖ字形回転）」→「シュテムターン（Ｖ字形と平行形回転）」→「パ
ラレルターン（平行形回転）」という順序が一般的であり，スキー先進国のオーストリアのスキ
ー教程（1957，1972）を代表として，各国の指導理論が採用してきた。全日本スキー連盟（以
下，SAJ）においても，1987 年の教程まではこの指導体系を採用していた。しかし，シュテム
ターンからパラレルターンへの学習過程において，両技法の運動構造上の違いから「つまづき」
が発生し，パラレルターンの習得が困難であるという問題点が指摘されるようになった。 
学校体育研究同志会（以下，同志会）は，シュテムターンに代わる独自の教材として「ブライト
ターン」を提唱した（1972）。その後，全国勤労者スキー協議会（以下，スキー協）が同志会の
理論を基礎として，パラレルターンを習得するための教材として「シュープターン」という教材
を提唱した（1985）。また，1994年に SAJにおいても，シュテムターンをパラレルターンの導
入教材から外し，「プルークターン」を位置づけた。 
以上のように，同志会やスキー協，SAJ がパラレルターンを指導するための新たな教材を提
唱してきたが，筆者は，それらの教材においても依然，学習内容の不明確さや飛躍があることを
指摘し，独自の教材として「回旋パラレルターン」を提唱した（竹田 1993）。 
2000年初頭にカービングスキーが登場すると，カービングターンの指導に関する研究が多くさ
れるようになった（竹田 2001），今村ら 2004），伴 2005），近藤 2007，2013）。その結果，近
年，初心者からパラレルターンまでの指導段階については，ほとんど研究がされていない状況に
ある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，小学校教員が質の高いスキー技術を安全・確実に指導することができる指導
理論を展開し，指導過程を客観的に示した教授プログラムを作成することを目的とした。  
 
３．研究の方法 
研究方法は、高村（1987）の教授学的理論に基づき、以下の手順で進めた。 
(1)「教育目標」「教育内容」「教材の順序」「教授の方法」「評価論」を統一的に構成した「指導
理論」を仮説的に構成する。 
(2)授業過程を客観的に示し、小学校教員の誰もが指導可能な「教授プログラム」を作成する。 
(3)実験授業を実施し、教授プログラムについて評価する。評価点は、以下の 3点とする。 
①学習者が意図した通りに上達したか。 
②教育内容・教材は適切であったか。 
③指導過程が明確で指導しやすいものであったか（教員へのアンケート実施）。 
④検証結果に基づき、教授プログラムを修正する。 
 以上の研究方法により、小学生を対象とした「初級」「中級」「上級」段階の教授プログラムを
作成に関する実証的研究を行った。 
 
実験授業１：初級レベルを対象とした実験授業 
対象：スキー未経験の小学 1年生 5名（男子２名、女子３名） 
指導：体育教員を目指す大学生 2名（スキー指導未経験）筆者は指導補助 
日程：2014 年 12 月 25 日～27 日 
時間：1日 3時間（午前・午後：1.5 時間） 
 
実験授業２：中級レベルを対象とした実験授業 
対象：プルークボーゲンができる小学年生７名（男子５名、女子２名） 
日程：2017 年 12 月 26 日～28 日 
時間：1日 4時間（午前・午後：2時間） 
 
 



実験授業３：小学校教員を対象とした実験授業 
対象：小学校教員 6名（男性４名、女性２名）、スキー指導経験あり 
日程：2016 年 1 月１５日（金） 
時間：２時間 
方法：事前に教授プログラムを配布し、その内容に基づくスキー講習（雪上）を実施 
評価：アンケートにより評価（実際のスキー授業終了後） 
 
４．研究成果 
(1)指導理論 
①教育目標 
教育目標については，「真理性の基準から見て正当なものであると同時に，授業実践によって
その善し悪しが検証できるようなものとして設定されなければならない」とする高村(1987)の
理論に依拠して設定した。スキーの独自の楽しさであり技術発展させる要因である技術的特質
(学校体育研究同志会 1974)を「様々な状況（斜面・雪質・地形など）において，用具の特性を発
揮し，自己の意図する回転孤・スピード・技法を自由自在にコントロールすること」と規定した
20）。これに基づき，初心者への教育目標として，「緩斜面でストックを利用したスキッディング
プルークボーゲンの大回りと小回りの習得」を位置づけた。 
スキッディングプルークボーゲンとはスキーを側方へ押し出すことにより回転する技法であ
り，スピードを減速して回転することに適している。大回りと小回りという異なる大きさのター
ン弧の習得を目標に位置づけた。それはスキー運動においては様々な回転孤を調整することが
必要であり、その基礎的な方法を学ぶためである。ストックワークをプルーボーゲンの段階に位
置づける理由は，ストックワークを早期に学習することにより，回転のタイミングや場所を認識
しやすいためである（竹田 1998）。 
 
②教育内容 
 「教育内容」とは、「現代科学の一般的・基本的概念や法則のなかから授業過程のなかで、す
べての生徒に教えることが可能であるという検証を経たもののみによって構成される」という
高村（1987）の理論に依拠し、さらに運動学習においては、進藤(2003)の提起する「運動そのも
のの仕組みとそこに含み込まれている客観的な運動技術こそがすべての子どもたちに共通に学
ばせる教育内容として位置づけられなければならない」という規定に依拠して、以下の 8点を位
置づけた。①スキーの着脱方法、登り方、スタートの方法②転倒後の立ち上がり方③リフト乗車
方法④停止方法⑤ハの字による直線滑走（プルークファーレン）⑥スピードコントロール方法⑥
スキッディングプルークボーゲン（大回り）⑦小回り回転⑧ストックワーク 
 
③教材の順序構造 
「教材」とは、「教育内容を正確にになう実体として、子どもの認識活動の直接的な対象であり、
科学的概念や法則の確実な習得を保証するために必要な材料（事実、資料、教具など）」という
高村（1976）の考えに依拠し、体育授業においては、進藤の「教育内容としての客観的な運動技
術を確実に認識、習得するために学習者が直接働きかける運動材（運動課題）」という進藤（2003）
の概念規定に従い、以下の教材を位置づけた。 
①自己紹介,②ブーツ・服装の点検③準備体操④スキーの着け方⑤立ち方⑥登り方⑦スタート
の方法⑧直滑降⑨プルークファーレンから停止⑩転倒後の立ち上がり方⑪リフト乗車⑫リフト
降車後の滑走⑬一列滑走(トレーン）⑭スピードアップしたプルークファーレン⑮蛇行プルーク
⑯プルークボーゲン単回転⑰プルークボーゲン⑱プルークボーゲンによるバリエーション滑走
⑲小まわりターン⑳ストックを持ってのターン㉑ストックワーク（単回転）㉒ストックワーク
（連続回転） 
 
④教授の方法 
教授過程の方法とは、教育目標、内容、順序という指導理論を含んだ授業過程を効率良く行うた
めの手段としての「方法」であり、「教授行為」であり、指導形態、斜面の選定方法、示範の行
い方、指導用語の設定、斜面の選定方法など、以下の 8点を規定した。 
①使用斜面②指導者 2名による指導体制（スタートとゴール）③人口芝（グリーンマット）の利
用（登行用）④学習初期段階ではストックを利用しない⑤多くの学習回数を確保する⑥できた時
の称賛と繰り返しの激励⑦事前練習を行う⑧滑走順番のローテーション 
  
⑤教授プログラム 
「教授プログラム」とは，高村泰雄の提唱する「授業書」の概念である「授業の進行について具
体的な指示を与え、その指示どおりに授業を展開することを要求するもの」という高村の指摘に
基づくものであり，授業過程を客観的に示した指導プログラムであり、それによって誰もが優れ
た授業を再現できるものである。指導理論に基づき、初級、中級・上級段階の教授プログラムを
作成した。詳細は、報告論文②、④に掲載。 
 
(2)実験１結果 



対象者 5名全員が緩斜面でプルークボーゲン（大回り・小回り）ができるようになった。 
ポールで規制されたコースを滑走できた。 
 
(3)実験授業２結果 
対象者全員がプルークターン、パラレルターンを習得することができた。 
 
(4)実験授業３結果 
小学校教員を対象とした講習内容は、以下の 6項目であった。 
①押し出し、回旋、角付け操作の違い ②プルークボーゲン（押し出し操作）③ストックワーク
④プルークターン（回旋操作）⑤パラレルターン（同時回旋操作）６）小回り回転 
講習会の結果、講習内容に対する満足度に関し、6名全員が「とても満足している」と回答した。 
 講習内容の有用性に関しても、6名全員が「とても為になった」と回答した。 
自由記述においても、「回転（回旋）の仕方が、足のくるぶしを中心に行うことがわかりやすく、
動作がスムーズに行えました」「個人的には回旋することで自分のスキーが劇的に変わった気分
になれたので大変満足です」「回転の連続の時、力を抜くこと、力を入れることでメリハリがつ
き、無理なく行えました」「このステップで指導してみると本当にしっくりときました」「竹田先
生の手順で子どもに伝えたところ、かなり納得していました」「3 年生 D グループがとても上達
してよろこんでいました」など実際の指導においても有効であったことが回答された。 
 
(5)まとめ 
実験授業１においては初心者を対象として全員が目標とするプルークボーゲンを習得するこ
とができた。実験 2においては、プルークボーゲンができる初級者が全員がプルークターン、パ
ラレルターンを習得することができた。実験授業３においては小学校教員を対象とした講習会
を実施した結果、押し出し操作、回旋操作、ニュートラル姿勢、ターンにおける緊張と解緊、ス
トックワークなどについて、認識を深めることができた。また、実際の指導においても子どもの
上達がみられ、指導に役立ったとの報告があった。以上のことから作成した教授プログラムを確
定させた。 
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